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化石の宝庫

宮古層群

田中啓策(地質部)

はじめに

北上山地の山並がけわしく迫る陸中海岸は南部では

入江と岬が交互したリアス式沈降海岸北部ではこれ

と対照的に海岸線の屈曲が少ない隆起海岸である.

陸中北海岸の断崖絶壁に激浪に洗われながら化石の宝

庫が点在している･これが下部白亜紀層の宮古層群で

ある.

荒磯の険阻にもまれながら怒溝の飛沫を浴びながら

宮古から北上して羅賀まで飛石づたいに宮古層群を

訪れたのは今から15年も前のことだった.当時は

国鉄宮古線が開通していなかった.調査コｰスは5

万分の1｢田老｣図幅地域内に限られ北の模式地平井

賀も管見したにすぎない.このような次第で宮古層

灘の層序堆積化石群などについて全容を明らかにす

るにはほど遠い｡この小文に記した内容の一部も同学

諸賢の業績に負う所が多い.

宮古層群のあらまし

南は宮古港南西の丘陵地から北は岩手県下閉伊郡岡

野畑村の弁天崎一弁天島まで陸中北海岸を約35k㎜に

わたって富古層群は点々と露出している(第1図).

北上山地屈指の化石産出層としてまた本邦各地に広く

分布する白亜紀層の系譜のうち下部白亜系宮古統の標

準地層としてあまりにも有名である.

宮古層群はおもに外洋畦の沿岸～浅海に堆積した地

層で基底の巨嬢礫岩にはじまり礫質砂岩･石灰質砂

岩･貝殻質砂岩などからなる.大型有孔虫･サンゴ･

二枚貝･巻貝･アンモナイト･ベレムナイト･ウニ･石

灰藻など多くの種類の化石を豊富に含んでいる.年

代は宮古世前期の後半から宮古世後期の初頭にわたる.

全層厚はほぼ200mで本邦各地の同時代の地層にくら

べてずっと薄く数分の一ないし十分の一にすぎな

レ､.

倉古層群は東北日本の地質構造区分のうちもっと

も太平洋側に近い閏老帯に分布する･ジュラ紀後期一

.白亜紀前期(有田世)の強く摺曲した地向斜堆積層であ

る陣中層群とそれに貫入した花開岩類を不整合におお

いながら全体として東ガ太平洋側に30｡内外ない

しそれ以下にゆるく傾斜している.この不整合は陸

中層群堆積後宮古層群堆積前というごく短い期間のあ

いだに大島造山運動とよぶ顕著な地殻変動が起こった

ことの証拠として注目される.この変動にとも抵って

北上山地では広域にわたって花岡岩類カ墳入した.

宮古層群は大島造山運動後に比較的安定した地盤

上に堆積した地層で堆積後も目だった造構造運動をう

けなかった.先に述べたように全層厚がうすく地

層の傾斜がゆるいのもこのような構造環境のためであ

る.

層序

宮古層鮮は第1表のように層序区分される(第2･3･

4図).沿岸～浅海に堆積した地層でありまた35たm

の長距離にわたって点々と露出するので岩相は場所に

よってか在り変化し露出地層の層序範囲も各地でかな

りちがってくる(第5･6図).このことはとくに宮

古層群の中部一上部すなわち田野畑層よりも上位の地

層についていえる･とりわけ北部(岩泉図幅地域)

においてオルビトリナに富む貝殻質砂岩相の発達が注

目される(第5図).

模式地の平井賀周辺では｢平井賀層｣に2つの堆積

第1表宮古鰯群の岩相綴序区分

;1�岩泉図幅地域1=;�南'�一田老図幅地域北'�南

��日出島層��

明戸層��(層序関係不明)��

�上部平井賀層�崎山層��

オルビトリナ����

砂岩相�下部平井賀層�平井賀層�上部�

下部����

�･上部�上都��

�田野畑層�中部�田野畑層.�中部.

�下部�下部��

�羅賀層�羅賀層��

縦線模様は基盤(陸中層群および花闇砦類)を示す�
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第2図固老図幅地域宮古層群層
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第5図模式地周辺の宮古層群岩相層序概念図(花井ほか1968による)

1砂質シノレト岩

3細粒～粗粒砂塔

5礫岩(円礫)

7酸性凝灰岩

2泥質細粒砂岩

4オルビトリナ砂岩相

6礫岩(角礫重角礫)

8化石密集層

輪廻層が認められる(第5図).田老図幅地域では前

記の2堆積輪廻層に相当すると考えられる地層は下の

平井賀層と上の崎山層である.模式地の｢平井賀層｣

については地層名に多少の混乱はまぬカミれないが2

堆積輪廻層にたいして下部平井賀層上部平井賀層とよ

んでおこう.下部平井賀層と上部平井賀層とを合わせ

た部分は北へ向かってオノレヒドリナ砂岩相に移化する､

オルビトリナ砂岩相中にも下部平井賀層･上部平井賀

層それぞれにあたる堆積輪廻層を追跡していくことが

今後の課題として残される.将来この問題を解決し

た上で地層名の統一をはかりたい.

次に宮古層群の層序について下から上へ順次述べ

�層序区分��岩泉繊'����田老図幅地蔵����

���蔵砒方�''一■1放師�大島�綴�真崎�田老内隆�田械津�憩�日湿島

��8出島層���������

��廠悶係醐���������

官��明戸層���������

��■���������

古�����������

��崎山層���������

�'乎�一���������

層�井�上都���������

�狡�'.'■���������

�溺一�下都�1二河'.��������

��■���������

群�囲�上部���������

�雰����������

�畑�中部���������

�層�下部�陸�陸��隆�陸����

��羅賀層�中�中��中�中���陸�

���層�層��層�層���中�

���群�群��襟�襟�田老�囲労��

��������花胸岩�花陶岩�嚢�

第6図困老図幅地域拍よぴ隣接糊ζおける宮古層群欝出地層の層序範囲�
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でいこう1上限は明らかでないが一時的海退のエビ｡

ソｰドをはさみながらも全体としては海進期の地層を

代表している.

最下位の羅賀鷹は分布が限られており櫓曲した

陸中層群やそれを貫ぬく花闇岩類を不整合におおう.

青緑色～赤紫色の礫岩からなり石灰質の粗粒～極粗粒

砂岩(礫質)をはさみときどき斜交層理が発達する.

礫岩はおもに巨礫と大礫からなる(写真1).厚さ20～

�洮

羅賀層の次に形成された田野畑層は羅賀層の上に

侵食面をもって重在るだけで恋く場所によっては直接

基盤を不整合におおい枚がら全域に分布するようにな

る.含礫砂岩や石灰質砂岩に富み下から上へ向かっ

て堆積物の粒度が減じ一下部では礫岩上部では場所に

よって泥質岩が発達する.化石は多くの層準にかなり

豊當に含まれている.厚さ30～70m.

旧野畑層の下部は礫岩および礫質粗粒～極粗粒砂岩

からなる､礫岩は羅賀層の場合にくらべて礫が全

体として小さく祖りおもに大磯と中礫からなる.砂

岩はしばしば斜交層理を示す.厚さは数mから20m一あ

まりに変化する.日出島海岸(崎山目出島部落東方海

岸)や真崎･茂師では田野畑層下部が陸中層群の酸性

火山岩を不整合におおう.不整合面の直､ヒにサンゴ

を含む礁性石灰岩の厚さ30cm以下の小岩体が断続して

いる(写真2).これより上位下部層の全体にわたっ

てこの種の石灰岩の丸みを帯びた同時礫が多数含まれ

る.

田野畑層の中部は斜交層理(しばしば花づな斜交層

理)がよく発達した粗粒～極粗粒砂岩で特徴づけられる

(写真3).化石は豊富である.砂岩はときどき礫質

と在りまた礫岩薄層をはさむ.層厚は数mから25m

にわたり場所によって30皿以上に達するらしい.

田野畑層の上部は岩相が場所によってかなり変化す

る.日出島海岸･田老･真崎では石灰質砂岩砂質シ

ルト岩薄互層から淀る(写真4).茂師では中部にひ

きつづき砂岩からなるが砂岩の粒度は明らかに細か

くなり含む礫の大きさや量も一段と減少する.いず

れの岩相にもしばしば平行葉理や級化層理が発達して

いる.目出島海岸ではときどきブルアバｰトも認め

られる.平井賀北岸ではおもに石灰質団塊を含むシ

ノレト岩～細砂質シルト岩からなる.上部層の下部には

酸性凝灰岩の薄層がある.化石は薄互層では多くの

細片として含まれ砂岩相で代表される場合では石灰藻

サンゴ･海ユリが多くシルト岩で代表される場合で

は生物擾乱作用がみられ貝化石･海エリカ沙粧くない.

厚さ8mないし15m以上.

写真1田老丘陵地における羅賀層の礫岩

写真2目出島海岸における宮古層離基底の不整合写真3

不養合面ハンマｰの柄の直上

不整合面の上側田野畑層下部の礫岩および礁性石灰岩(右下の白色部)

不整合面の下側陸中層群の酸性火山岩

真瞭における岡野燭層中部の斜交成層砂岩�
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田老図幅地域の平井賀綴は田野畑層を整合におお

い下から上べ向かって堆積物は細粒になり下部は砂

堵に富み上部はおもに泥質岩からなる.化石は全体

に豊當でとくに本属の下部に多産する.厚さ約40m.

平井賀層の下部はおもに石灰質中粒～細粒砂岩から

なり場所によっては石灰質砂岩砂質シルト岩互層もよ

く発達し(導真5)さらにしばしぱ化石石灰砂岩(ほと

んど造礁化石の砂粒砕層からなる)をともなう(写真5･

6).ときどき平行層理や平行葉理を示し斜交層理も

一部によ<発達し前面層理(foresetbedding)も認め

られる.'層厚i4～30m.･平井賀層の下部は平井賀

周辺の下部平井賀層の主部に相当する.

1:㍗1'平井賀層の上部は一宮古層群めうち泥質岩が卓越する

｡部分でと'く'に目出島海岸と田老周辺によく露出する.

おもに石灰質団塊を含む暗灰色塊状のシノレト岩や細砂

質シルト岩からなりまれに酸性凝灰岩薄層をはさむ.

部分的に黄鉄鉱の結晶カミ散点している.貝化石やアン

モナイトが少なからず産出する.厚さ25mないし35軸.

このシルト岩相は平井賀北岸では下部平井賀層の最

上部として約5mほどに薄くなっている.

えびす

閏老図幅地域の崎山鰯は冒出島海岸の俗称戎棚の

小島に露出する(写真7).平井賀層から漸移し暗灰

色塊状のシルト質細粒～中粒砂岩からなり径1m内

外に達する石灰質団塊や貝化石･炭化木をか在り多く含

む.ベレムナイトの多産することが特徴的である.

露出している限りでは15m内外の厚さカミある.

平井賀周辺では下部平井賀層が北ないし上位へ向か

って次第にオルビトリナ砂岩相に移化するのと同じよ

写真4目出島海岸における岡野畑層上部の石灰質砂岩砂質シル条繕薄互纏

写真6真崎における平井賀層下部の含礫化石看灰砂岩

写真5日出島海岸における平井賀層下部の石灰質砂岩砂質シルト砦互層

中央白色部会礫化石石灰砂岩

中央左側に前面層理がみられる

写真7日出島海岸戎棚における崎山層十細の看炭壷団塊牽含むシルト

､一､質細粒砂岩一.一､,:'､｡一,.､･二､･､い二.τ�
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うに上部平井賀層も北に向かって同砂岩相に移化する.

平井賀北岸の下部平井賀鰯(第4図)は田野畑層･

の上に整合に率卒p田老図幅地域の平井賀層と似た岩

相層序を示す.厚さは40mに近い.主部はおもに塊

状石灰質の中粒～細粒砂岩からなりとくに員化石や

海ユリ化石に富む.最上部は砂質シルト岩が卓越し

多くの買化石を含む.

平井賀北岸の上都平井賀綴(第4図)は40m内外

の厚さをもちおもに種々の粒度の砂岩からなる.最

下部6mは厚さ0.3～O.5mごとに粗粒から細粒へ級化

成層する砂岩からたり二枚員化石を多く含んでいる.

凝灰岩薄層もみいだされる.主部はオルビトリナ砂岩

相で一般に厚さ0.3～1mの粗粒から細粒へ級化成層

する砂岩と厚さ0.1～0.3㎜の砂質シルト岩とが互層す

る.本層にみられる級化層理はタｰビダイトの場合

ほどには顕著でない.砂岩はオルビトリナに富み砂

質シルト岩には諸種の二枚貝化石のほかにウニ化石も

少なからず産する.北の明戸付近ではオルビトリナ

砂岩相が直接陸中層群をおおっている.

あけと

平井賀周辺の明月煽は層序関係から確定できる宮

古層群最上位の地層で上部平井賀層を整合におおう.

おもに塊状石灰質の中粒砂岩と細粒砂岩(ときどき泥

質)からたり下位のオルビトリナ砂岩相とちがって層

理がほとんど発達せずまた砂質シルト岩のはさみも少

ない.二枚員や海ユリの化石カミ全体にわたって多く含

まれまたアンモナイト･ウニの化石も産する.上限

は不明で層厚は20数m.

田老図幅地域の日出島鰯(第3図)は目出島海岸

東方沖の目出島のみに分布する.海中に孤立して露出

するために層序的位置は明らかでない.東傾斜の宮

古層群のうちではもっとも東側に分布するので最上

位の地層である可能性が大きい.しかし別の地層の

沖合相と考えられたいこともない.この点の解決には

今後示準化石の発見をまたねばならない.おもに灰

色細粒～中粒砂岩と泥岩との薄互層からなり(写真8)

最上部にはむしろ塊状の粗粒～細粒砂岩が卓越し数

層準に礫質岩や凝灰岩をはさむ.互層をなす砂岩はと

きどき級化層理を示しまた平行葉理や斜交葉理が発達

しときにコンボノレｰト葉理もみられ全体としてタｰ

ビダイトとみなされる.本属最上部の砂岩は海底地

すべり堆積物とタ』ビダイトとの中間の性質をもつフラ

クソタ]ビダイトである.この砂岩層の直下には深

さ約1mのチャンネルを埋積した含礫シルト岩がある.

砂岩泥岩薄互層中にも最上部の砂岩層中にもスラン

プ構造が認められる.全層厚は少柾くとも70m､

堆積

これまで宮古層群の層序について記してきたがここ

では宮古層群一代記のしめくくりとしてどのような場

所にまたどのような経過をたどりながら堆積したかに

ついて述べよう.

宮古層群の堆積は羅賀層にはじまった.羅賀層基

底の不整合面はきわめて起伏に富み本属は陸中層群や

花開岩類からなる基盤の凹所に埋積した局地的校地層で

ある｡基底部には場所によって堆積開始当時の崖

錐や風化土壌とみなされる堆積物が存在する.｡羅賀層

の主部は沿岸ないし河口に堆積したであろう.

その後漸次海進が進行し閏野畑層は羅賀層の上に

堆積しただけでなくいろいろの層準が直接に基盤をお

おい汝がら広く堆積した.田野畑層やそれより上

位の地層は陸棚外洋性の沿岸～浅海に堆積した地層で

ある.礁性石灰岩･化石石灰砂岩･貝殻質砂岩を特徴

的に含みまた造礁性のサンゴ･石灰藻の化石を多く含

むので場所によっては礁が形成されるよう柱堆積環

境が推定される.この点は少なくとも田野畑層か'ら

平井賀層下部(または下部平井賀層の下部)までの地層

についていえる.しかし後背地が起伏に富みその

ため陸地から比較的多量の砂層物質が供給されさらに

前面の陸棚浅海域カミ幅せまかったので炭酸塩岩が広汎

に堆積しうるよう放状態ではなかったと考えられる.

おそらく礁は局地的に小規模に形成されたにすぎない

であろう.上位の地層については礁が形成されるよ

う校ことはほとんどなかったらしい.

写真8目出島西岸における目出島層の砂岩泥岩薄互層�
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礁
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沿岸陸棚礁斜

面

遠海陸棚
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宮古層群の礁が形成される場所を中心とした堆積環

境では陸側から海側へ向かって大局的には沿岸陸

棚相･礁(生物礁)相･礁前斜面相･遠海陸棚相が識別

される(第7図).

礁相は褒礁または小礁(Patchreef)の列が形成さ

れる場所で塊状生物礁石灰岩･化石石灰砂岩(ほとん

ど造礁化石の砂粒砕層から怒る)･貝殻質砂岩で特徴づ

けられる.斜交層理が部分的に発達し造礁性のサン

ゴや石灰藻の化石が多い.

礁前斜面相は化石石灰砂岩･貝殻質砂岩･比較的細

粒の石灰質砂岩からなり遠海陸棚相に近い部分では石

灰質砂岩砂質シルト岩互層もみられる.平行葉理が部

分的に発達し石灰質砂岩砂質シルト岩互層(フリッシ

ュ型砂泥互層のようには整然と成層し狂い)にはしば

しば級化層理が発達しブルアパｰトもみられさらに

海底地すべりによるスランプ構造もときどき認められる.

サンゴ･石灰藻の化石が礁相の生物礁石灰岩から波浪

や海流によってけずりとられた同時礫として含まれて

いる.海ユリの柄節も多く腕足員も場所によって比

較的多くみいだされる.砂質シルト岩と互層する石灰

質砂岩は化石細片にきわめて當んでいる.

礁相よりも陸側の沿岸陸棚相は砂岩(ときどき石灰

質)･礫岩(陸側近くに堆積)･化石石灰砂岩･貝殻質砂

岩から板ゆ一部に小礁をともなう.斜交層理がよく

発達し礁相近くの部分にはしばしば花づな斜交層理が

みられる.造礁性のサンゴ･石灰藻は豊富で小礁や

化石石灰砂岩を構成するほかに先に記したようだ多く

の同時礫として含まれていることが特徴的である.員

化石が部分的に豊富に含まれ一部にカキの化石も密集

している.

礁前斜面相よりも沖合側の遠海陸棚相はシノレト岩や

細砂質シルト岩で代表され石灰質団塊を含む.しば

しば葉理が発達しているか級化層理は認められない.

生物擾乱作用をうけており貝化石やアンモナイト･ウ

ニなどの化石を少なからず含んでいる.

褒礁または小礁列が少なくとも近くの場所にすら形成

されていない場合礁一礁前斜面にあたるような場所を

＼ミ

第7図

宮古層群の堆積

環境区分模式断

面図

礁～礁前斜面は

ほかよりも幅を

誇張

沿岸陸棚と遠海陸棚との中間に位置するという意味で

中間陸棚とよんでおこう.沿岸陸棚から遠海陸棚まで

の間には礁前斜面に相当するような目だった海底斜面

が存在し住い.中間陸棚相では比較的細粒の砂岩が

卓越しときどき斜交層理や平行葉理が発達する.員

化石や海ユリの柄節が多くアンモナイトも産する.

田野畑層の下部はどこでも沿岸陸棚相で代表される

が田老では礁が形成されなかったようだ.不整合面

直上の礁性石灰岩は海進開始時に波浪作用の著しい場

所に形成された小礁である.田野畑層の中部は真崎

と茂師では沿岸陸棚(～礁)相日出島海岸･田老･平

井賀では中間陸棚相を示す.田野畑層の上部は茂師

では礁前斜面相で特色づけられ目出島海岸や真崎でも

そのような可静性がある.いっぽう平井賀では遠海

陸棚(～中間陸棚)相を示している.つぎに田老図

幅地域の平井賀層下部になると目出島海岸に礁前斜面

(～礁)相真崎に沿岸陸棚～礁相茂師に礁前斜面相

が発達する｡ところが平井賀周辺の下部平井賀層の

下部は中間陸棚相で特徴づけられる.田老図幅地域

の平井賀層の上部平井賀周辺の下部平井賀層の上部は

ともに遠海陸棚相を代表するが後者の場合は北へ向か

って中間陸棚相に移化していく.

以上に述べたことから禺野畑層の下部から平井賀

層の上部または下部平井賀層の上部にかけては平井賀

層の下部または下部平井賀層の下部における一時的海退

のエピソｰドをはさみながらも下から上へ次第に沖合

相を示し海進が進行したことが読みとれる.茂師と

真崎では各層を通じて礁が形成されるよう住環境にあ

った.いっぽう田老や平井賀では少なくとも近く

の場所で礁ができるようなことはほとんど荏くしかも

茂師や真崎にくらべて全体としてより沖合相を示してい

る･したがって地理的に東側にある茂師と真崎は

堆積当時外洋に面した突出部であったといえるであろ

う.それに対して地理的に西方の内陸側に位置する

田老や平井賀さらに宮古鍬ケ崎は堆積当時湾入部

であり羅賀層が分布することからわかるように宮古�
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策2表宮古層群産のおもなアンモナイ

ト化宿
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層群の堆積が他の場所よりも早くはじまった.このよ

うな湾入部では河川による砕屑物の供給が多くその

ため突出部にくらべてサンゴの生育生物礁の発達が

よくなかったらしい.また湾入部では層準によって

シルト岩相が厚く堆積した.目出島海岸は全体とし

て茂師･真崎よりも内陸側田老･平井賀･鍬ケ崎よ

りも沖合側にあり礁の発達状態についても両方の中間

である.目出島海岸の中間的な性格は礫岩からなる

羅賀層が堆積しなかったかわりに田野畑層下部が他の

場所よりも礫岩に富むより厚い地層として堆積しまた

平井賀層上部カミ厚いシルト岩相として堆積したことにも

みられる.

田野畑層の上部は湾入部に位置する平井賀周辺では

細粒相が北へ向かって尖滅する.同じような傾向は

外洋に面した突出部に位置する茂師一真崎間についても

みることができる.これに関連して真崎の田野畑層

上部にみられるフルｰトガストがほぼ南向きの流向を

示すことは上記の岩相変化に調和的である.

岡老図幅地域では平井賀層の上にくる崎山層は中

間陸棚相で特徴づけられ平井賀層上部にくらべて海退

相的に狙っているが同じように静かな外洋に堆積した

地層である.平井賀周辺では下部平井賀層一上部平

井賀層は北へ向かってオルビトリナ砂岩相とよぶ貝殻

質砂岩相に移化していく.平井賀北岸のオノレビトリ十

砂岩相は中間陸棚～遠海陸棚棉からなる.この砂岩

相の上に重なる明戸層は崎山層と同じように中間陸棚

相で代表され外洋の静穏荏環境を示す.

田老図幅地域の目出島層では主部がタｰビダイト層

から狂りときどきスランプ層をはさむ.上部はフラ

クソタ]ビダイトで代表され海底チャンネル埋積層を

ともないまたしばしばスランプ構造が発達する.宮

古層群中の他の諾層よりも沖合の深い環境すなわち陸

棚斜面～深海盆相を示している.

化;百

宮古層群は保存の良い多種多様の化石をきわめて豊富

に産する.多彩な顔ぶれは有孔虫･海綿･サンゴ･腕

足類･二枚貝類･巻貝類･掘足類･頭屋類(アンモナイ

ト･ベレムナイト)･海ユリ･ウニ･甲殻類･石灰藻･�
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サメの窟･陸上植物に及んでいる.なかでも現在

二枚貝類は80種近くないしそれ以上頭昆類も約60種

識別されておりそのほかサンゴも60種あまり巻貝類

も40種近くを数える.まさに北上山地随一の化石の宝

庫である.このことだけで宮吉層群は本邦の白亜紀

層の花形ではないのだ.およそ化石には特定の地質

時代を示す示準化石化石となった生物が生息していた

環境を反映する示相化石の両面性をもっている.

宮古層群ではアンモナイトが示準化石として多く

の層準から産する.そのため日本の白亜紀年代区分

の基準になる重要征地層となっている.それは下部白

亜紀を三分した一番上の時代宮古世を代表する.宮

古世という年代の名称も宮古層群の地層名に由来する.

第2表は宮古層灘のおもなアンモナイト化石(写真

9)の層序的産出を示したものである･宮古世の示準

化石になる宮古層群産アンモナイトは第3表の通りで

ある.これらアンモナイトの系譜について述べよう.

ちなみに宮古世は前期と後期に二分され従来の宮古

世末亜期は上部白亜紀のギリヤ]ク世にふくめられてい

る.これらの名称や区分にたいしてK3･K3a･K3b

の記号を用いる.最近では宮古世前期K3aは五分さ

れ宮古世後期K3bは三分されている.

第3表に示したアンモナイトのうちパラホプリテス

の数種は田野畑層の比較的下部から産し上部アプチァ

ンの中部(K3a4)という年代を示すであろう.ヒパ

ガンソブリテス･サブコノレニユリアヌス(写真9-1)は

下部平井賀層の下半から多産しまた田野畑層上部から

も産する.これにごく近縁の種がドイツ･コｰカサス

モロッコ法どの上部アプチアンから報ぜられている.

上記の種はノラニセラス･ヤエガシイと共存し両者

にそれぞれ類似した種の組合せがイギリスの上部アプ

チアンの上部に知られている.ダイアドコセラス･ノ

ドソコスタティフォルメ(写真9-4)とエオトウビライ

セラス･マツモトイ(写真9-7)は平井賀周辺の下部

平井賀層の上半から産する.前者は目出島海岸の平井

賀層上部からもみいだされこのものは一面ヨｰ回ツバに

おける上部アプチアンの最上部の示準化石ダイアドコセ

第3表宮古鰯群産アンモナイト示準化石

ア�上音匿�K3b3

ノレ��

ビｰ�中音盾�K3b2
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�下書11アフチアン�
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ラス･ノドソコスタ]タムD加ゐ6ん06召κα8ηo♂050C肚

蹴舳(D'ORBIGNY)にごく近縁の種である.エオト

ウビライセラス･マツモトイの類似種はカリフォルニア

南米北部太平洋側やフランスなどの上部アプチアンに

矢口られている､田野畑層上部から平井賀層上部(また

は下部平井賀層)までの地層は上部アプチアンの上部

(K3a5)に対比される.ドウビライセラス･マミラ

タム(写真9-8)は上部平井賀層･明戸層から産する.

この種はイギリスにおける下部アルビアンの上部の示準

化石である.要するに宮古層群の年代はアプチアン

後期からアルビァン前期にわたる.ただし宮古層群

の下限の年代は明らかでたい.

アンモナイトは砂岩相からもシルト岩相からも産す

る.砂岩相の場合斜交層理が発達した比較的粗粒の

砂岩からみいだされることはごくまれである.もちろ

ん礫岩相からは知られていない.これらのアンモナ

イトには緩巻きで表面が粗い装飾をもつタイプ(側

ダイアドコセラス･ノドソコスタティフォルメヒパガ

ンソブリテス･サブコルニュエリアヌスエオトウビラ

イセラス･マツモトイ)がかなり多く密巻きで表面が

なめらか径ないし細かい装飾をもつタイプ(側ウｰ

写真9
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古層群産頭足類化石

Hψαc伽肪ψ脇ω脇ろ601伽"0〃'5(SHIMlzU)x1(花井ほか原図)

〃{〃是06召r伽加〃刎あOBATAx1(小室原図)

σ肱雛〃α刎"∫洲〃棚物5{5(SImn肥)x1(花井ほか原図)

""ocん㏄脈ω刎04050ω吻棚｡舳召(SHIM工zU)×2(花井ほか原図)

吻〃〃｡r∫2〃αα是伽6加ε刎ゐ(ANT亘ULム)x3.5(小畠原図)

p蛇〃｡伽榊r〃1αゐ〃α〃OBATAx1(小畠原図)

亙｡6o〃η棚召伽閉5榊伽ω刎｡2o{O趾丁ムx2.2(小畠原図)

1)o例〃8あκω刎"閉伽〃Zα肋刎(Sc肌0THEI肌)x1(小畠原図)

ル｡〃ろ｡1伽5〃〃尾｡舳∫ゐHANムI×1(花井原図)�
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リゲラ･マツシマェンシス(写真9-3)デスモセラス)

もある.前者は浅海生の後者は遠洋遊泳性のもので

ある.さらに上記のような正常型アンモナイトのほ

かに巻きが多かれ少なかれ解けた異常型アンモナイト

(側ハミナスビクテディア)も産する.

宮古層鮮の二枚貝類(写真10)は種々の岩相から産

出し岩相す粧わち堆積環境と密接に関連して産する

ものが少なくない.二枚貝類はすべて外洋に面した沿

岸～浅海に生息した種類である.生態上殻片固着型

(ウミギクガイ属トサカガキ属など)足糸付着型

(カミオニシギガイ属ゲルビリィァ属荏ど)一時遊

泳型(ネイシア属ユキバネガィ属など)衛行潜入型

(ハコダテシラオカイ属ウミタケガイモドキ属租ど)

木材穿孔型(フナクイムシ属)が識別される.

衛行潜入型が種数もっとも多く宮古層群産二枚貝類

の全種数の半分を占める.昆糸付着型も比較的優勢だ.

遺骸が生息場所に堆積したものはごくまれで一般には

多かれ少なかれ他所から運搬されて堆積した.それゆ

えにこれら二枚貝類は厳密にいうと堆積環境を指

示する適格者には桂らない.しかしながら上記諸タ

イプの二枚貝類は特定の岩相に産出する傾向がある.

たとえばカキのたぐいのような殻片固着型は礫質砂岩

や礫岩に多く一時遊泳型または飼行潜入型のうち

底質中に比較的深く潜入するもの(側ウミタケガイモ

ドキ属)はシルト岩や砂質シルト岩から多く産する.

以上のように宮古層群産の二枚貝類は示相化石とし

ての性格を示すがイタヤガイ科のネイシアだけは示準

化石の性格をもつとされている.この属は白亜紀に世

界的に栄えた.因野畑層から上部平井賀層にかけて

ネイシァ･フイカルホアイ(写真10-2)が産する.上

部平井賀層の上部から明戸層にかけては前記の種にく

らべて放射肋の全数が増しているネイシア･ニッポニカ

(写真10-1)が産する.両種はまれに共存するがネ

イシァ･フイカルホアイは上部アプチアンをネイシア

･ニッポニカは下部アルビアンを特徴づけるといえよう.

二枚貝類でとくに注目されるものは日本特産の厚歯

二枚貝プレカプ回ティナ.ヤエガシイ(写真10-5).

殻が非常に重厚で普通の二枚貝とちがって左右の殻の

写真11平井賀産0〃伽κ物1舳地〃〃ゐ(BLUM酬趾｡亘)

形態が大きく異なり粛が著しく肥厚した窟面に生じて

いる.右殻(付着殻)は多少ねじれた円錐形で(写真10

-5)これでもってサンゴ礁のようなところで岩礁に

付着する.左殻(遊離殻)はふくらんで低い円錐形

をなしている.岡野畑･平井賀･明戸各層からみいだ

される.そのほか北海道の下部蝦夷層群のオルビト

リナ石灰岩からも産する.

三角貝は宮古層群から5種カ蜘られている.代表者

のプテロトリゴニア･ホツカイドｰアナ(写真10-7)は

下から上まで多くの層準に豊富に含まれる.本邦各地

の下部白亜系の中部(有田世)から上部白亜系の下部

(ギリヤｰク世)にかけて産しありふれたものではあ

るが重要な化石である.

宮古層群産の化石の花形はなんといっても大型有

孔虫のオルビトリナ(写真11).岡野畑層や下部平井

賀層一上部平井賀層に相当するオルビトリナ砂岩相に含

まれている.径5mmぐらいに達する円錐状を呈し

岩石中の風化した殻の表面にはル』べてみると細か

い同心円状の網肩模様がみられる.宮古層群産のもの

も含めて日本の下部白亜系から産するオルビトリナは

これまで数種に区別されていたが現在ではオルビトリ

写真10宮
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�

古層群産二枚貝類巻貝類比肩

W2ある8切(1}3紘ゐ3α)"あψo勿あωHAYAMIx1.2

1､一θあ庇ω(1V4挑吻)力6α肋｡ξ(C亘0E亙AT)x3

Tツ10』`0刎勿伽5ツω石03勿∫3NムGAOx1.1

月"犯｡伽α(ルゆ｡伽ゐ)μあ"肋(Sow服BY)x1.1

ル卿ω次0κ伽ツ〃g刎肋(Y囲ARA)X1.1

C伽｡肋加〃開閉伽"加舳蛇(NA鮎｡)x1

1セ6ro'7な｡拠{ακo居尾"{ゐα榊(YE亘ムEA)x1

1V自rξ榊αブなξ6"NAGAox1

(遠水原図)

(遠水原図)

(花井はか原図)�
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ナ･レンティキュラリスの一種にまとめられている.

オルビトリナの本邦における分布の北限は北海道旭川付

近で北海道南部の各地･山中地溝帯･徳島県･高知県

からも産す乱これらの産出地層はいずれも宮古世の

時代を示す.北海道では宮古層群と同じようにプ

レカプロティナ･ヤエガシイと共産する.ちなみに

オルビトリナは白亜紀のバレミアン～セノマニアン期に

世界的に栄え重要な示準化石となっている.

巻貝類ではネリネア･リギダ(写真10-8)が注目さ

れよう･殻が厚く内部構造は殻の縦断面でみると螺

層内部にきわめて凹凸に富む室をもつ.ネリネアは日

本ではジュラ紀後期の鳥巣石灰岩や類似の石灰岩からも

知られている.

以上のように宮古層群はオルビトリナ･厚歯二枚貝

(プレカプロティナ)･厚い殻の巻貝(ネリネア)の特

徴的な化石を含むほかに造礁性のサンゴや石灰藻の化

石を豊富に含む･このような化石群は地中海岸地域

に発達した礁性石灰岩で特徴づけられる下部白亜紀

(バレミアン～下部アプチアン)のウルゴン相の化石群

によく似ている.

宮古層群が堆積した海は化石群の内容からみてか

在り温暖であったと考えられる.平井賀産のベレムナ

イト(写真9-9に示した化石はその仲間)について

酸素同位体比測定によって平均海水温度は18℃とされ

ている.ちなみに現在の宮古付近の海面水温は年平

均約12Tであり日本の太平洋岸における造礁サンゴ

の生育の北限は房総半島にある.このように宮古付近

の海が白亜紀前期では現在よりもかなり温暖(亜熱帯)

目1
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出島薦蟻
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第8図目出島海岸地質略図

1目出島層2崎山層

3平井賀層上部4平井賀層下部

5田野畑層中都一上部6岡野畑層下部

7陸中層群(酸性火山岩)8断層

目出島では浄土浜流紋岩の岩床を省略

であったことがわかる.

露頭を訪ねて

陸中北海岸に宮古層群を探訪してから久しくなる.

その後曾遊の地を再訪する機会もないまま･に記憶は

うすらぎ露頭にも変貌したものがあろう.この点御

寛容ねがいたい.およそ北の模式地平井賀からはじめ

るのが常道であろうが分布の南限宮古から北上しよう.

宮古港南西丘陵地の一角宮古層群基底の羅賀層の礫

岩カミ花開岩を不整合におおう露頭は永らく地質巡検の

メッカであった.今では掩壁のために不整合の見え

なく狂ったのが借まれる.陸中海岸屈指の絶景浄土ケ

浜を抱く館ケ崎の半島を北へ越えると切り立った断崖

カミ単調につづく陸中北海岸の景観が展開する.

陸中北海岸の南端近く日出島海岸には宮古層群

の大半田野畑層･平井賀層･崎山層カミ露出し見せ場

が多い(第2･8図).

露出地の最南端で田野畑層下部の礫岩が陸中層群の

酸性火山岩を不整合におおう状態が観察できる.不整

合面の直上にサンゴを含む礁性石灰岩がみられる(写

真2).この種の石灰岩の丸みを帯びた同時礫が礫岩

や礫質砂岩からなる厚さ約17mの田野畑層下部の全体

にわたって多数含まれている.これらは近くの他所

で形成されていた生物礁から波浪や海流によってもぎと

られたものである.カキの化石も多い.

荒磯づたいに進むと田野畑層中部(厚さ16mあまり)

の細粒砂岩同層上部(14m)の灰～青灰色の軟かい砂

質シルト岩と石灰質中粒～細粒砂岩との薄互層(写真4)

写真12目因島海岸の平井賀層下部にみられるスランプ構造�
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写真13目出島海岸から戎棚(前方)と目出島(後方)を望む(正井義

郎技官提供)

ついでサンゴ･海ユリ･二枚員･腕昆貝など多彩な化石

がきわめて多い厚さ14工n前後の地層が順次現われて

くる.最後の地層は平井賀層の下部で田野畑層上

部の地層に似た互層からなる.しかし砂質堆積物が

より卓越しており化石石灰砂岩のレンズをはさみ前

面層理もみられ(写真5)またスランプ構造もある(写

真12).田野畑層上部の互層にはしばしば級化層理

やプルアバ』トが認められる.

平井賀層下部の露岩をめくると突如右手沖合の視野

に入るのが戎棚とよぶ小さい岩島である.戎棚と渓

との問には海食台がひらげている(写真13).そこの地

層をとくと観察するには春の大潮の時がよい.それ

でも許される時間はせいぜい1時間た≒ずだ由海食台

の岩盤は厚さ約25mの平井賀層上部の地層からなる.

,鰯

写真14目出島海岸における｢崎山の潮吹穴｣(正井義郎技官提供)

それは石灰質団塊を含む暗灰色シノレト岩･細砂質シルト

岩で貝化石やアンモナイトを少なからず産する･戎

棚には先に記したようにおもにシルト質砂岩からな

る厚さ15m以上の碕山層が露出する(写真7).ここ

ではベレムナイトを採集することができる.

ここから北の方海岸に目をやると東風の吹きす

さぶ目に海鳴りの轟音とともに'沖天高く噴き上げる

水しぶきの柱が望見できる;ここが宮古の名所｢崎山

の潮吹穴｣(写真14).西風の目おそるおそる近寄っ

てみるとそこには田野畑層下部の礫岩の岩場に狭い

深い大地の裂け貝があった.

目出島海岸東方沖合に浮ぶテｰブル状の目出島(写真

13)は陸中北海岸では珍しく大きい(?)島だ･こ

こは天然記念物クロコシジロウミツバメの繁殖地･

㊦碩
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第9図

囲老一篇崎地区地質略図

1崎山層

2平井賀層上部

3平井賀層下部

4因野畑層上部

5固野畑層中部一下部

6羅賀層

7花陶閃緑岩

8陸中層群(酸性火山岩)

9断層�
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写真15閏老海岸における宮古層群基底の不整合

不整合面露頭の最上部

不整合面の上側羅賀層の礫岩

不整合面の下側花開閃緑岩

露頭の中部と下部の白線は津波の波高を示す(本文参照)

先に述べたようにおもにフリッシュ型の砂岩泥岩薄互

層からなる目出島層(第3図写真8)が露出するがま

た浄土ケ浜に見られるのと同じ流紋岩が岩床状に送入し

ている.

今後記録更新の住いことを祈りながら磯をつたうと

突如視野にとびこんでくるのが田老海岸の見どころ

三王岩だ(写真16).夕陽のスクリｰンに浮かぶシルエ

ットはさながら光背に映える古仏三尊を想わせる.

中尊の高さ30m一の立像は羅賀層の礫岩と田野畑層下部

の礫質砂岩のリズムを見せてくれる(写真17).造化の

妙はさながらアブストラクト彫刻横縞模様のリズムに

地質学的諸行の無常が読みとれる土三王岩北方の海岸

田野畑層下部にはオルビトリナの密集層が見れる.

集落をかこむ丘陵地には羅賀層や田野畑層のほかに

平井賀層や崎山層の露頭も点在している.

田老の北東方真崎には田野畑層下部から平井賀

層下部までの地層が登場する(第9図).宮古層群の露

出海岸には珍しく岬にたつ白亜の灯台は単調寂莫な

海岸景観に点景をそえ心を和ませてくれる.

岬の先端海岸の岩場に降りると宮古層群の露頭の

はじまりに陸中層灘の酸性火山岩を不整合におおう状

態が見える･北岸では厚さ数m以下の田野畑層下部

の礫岩は不整合面の直上に石灰岩の小岩体をともな

っている.岡野畑層中部(厚さ約22m)は斜交層理

次の訪問地田老は三陸大津波の大被害地.津波

対策の防波堤は町のシンボルだ.海岸では羅賀層･田

野畑層下部一中部が現われる(第g図).最初の出会い

は羅賀層の礫岩が花開閃緑岩を不整合におおう大き恋

露頭だ(写真15).これはまた大津波の記念碑でもあ

り岩壁に描いた2条の白線は下は昭和8年の10m

上ば明治29年の15皿の波高を記録している.

写真16田老海岸三王岩(正井義郎技官提供)

写真17因老海岸三三砦における羅賀層の礫岩および閏野畑層下部の

礫質砂岩�
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写真18

護真崎における周野畑層中部一上部および

平井賀層下部の露頭

が顕著に発達した石灰質粗粒砂岩で(写真3)ここで多

く目につくのは礁性石灰岩の丸みを帯びた同時礫だ.

またサンゴ･石灰藻･海ユリの柄節なども多い.

これから先は磯づたいも荒波をうけるので岬先端の

丘の上にのぼるとしよう.そこには厚さ20mをこえ

る平井賀層下部が荒々しい岩肌を我々に見せてくれる

(写真18)｡露頭の下部にはきわめてゆるい波状の層

理が発達しサンゴや石灰藻の化石に営んだ含礫化石

石灰砂岩がみられる(写真6).その上には斜交層理

を示す石灰質の粗粒～中粒砂岩が重なる.丘の鞍部

平井賀層下部の下位には目ヨ野畑層上部の厚さ約8皿の

石灰質砂岩砂質シルト岩互層が見完る.

真崎から先は大島･茂師海岸などをへて弁天崎に

いたるまで宮古層群の露出地がつぎつぎに現われてく

る･しかし地層や化石が物語る1億有余年音の吏譜

をひもとくのも平井賀で終りとし他は割愛しよう.

時間の余裕があれば茂師に途中下車するとよい.

海岸には岡野畑層中部の斜交層理がよく発達した砂岩

が見れる.また沖合の大島は全島化石の墓場だ.

平井賀周辺は宮古層群の模式地.とりわけ湊の

北岸をめぐり途中から岬の山頂までのぼりつめ'ると

羅賀層から明戸層にいたる宮古層灘の全層序を見ること

ができる(第4図)｡さらに羅賀から北進して明戸の

浜にいたる道路ははオルビトリナ砂岩相対明戸層の岩

肌がつづいている曲

羅賀層は巨襟の多い襟岩からなり最上部に細粒堆積

写真19平井賀北岸における岡野畑層下部の礫質砂岩(正井義郎技官提供)

写真20平井賀北岸における田野畑層上部(左下部)および下部宇井賀

層の露頭(正井義郎技官提供)�



一48一

物カミある.羅賀層にひきつづいて順次上位の地層が

平井賀北岸に登場する.

田野畑層下部(厚さ約15m)はおもに斜交層理の発

達した礫質粗粒～極粗粒砂岩からなり礫岩層をはさむ

(写真19)･その上限にはサンゴ･石灰藻の化宥が多い山

田野畑層中部(10㎜あまり)は塊状石灰質の中粒砂

岩で代表される.田野畑層上部(約1肺)はおもに

シルト岩～細砂質シルト岩からなり砂岩をはさみ二

枚貝･巻貝･海ユリの化石を少なからず含んでいる(写

真20).

下部平井賀層の下部(厚さ約27m)は中粒～細粒砂

岩からなり一部に砂質シルト岩砂岩薄互層をとも扱う

(写真20).多くの層準に海ユリの柄節を豊窟に含み

また二枚員･巻貝･サンゴ･ベレムナイト牧片化石は多

彩である｡下部平井賀層の上部(約51ユ1)はおもに

細砂質シルト岩からなり砂岩層をはさみ二枚貝･巻

貝･ベレムナイトを産する.上部平井賀層(35～40皿)

は先に記したように大部分がオルビトリナ砂岩相で

代表される.下部は礫岩薄層をはさんだりまた礫を

散点したりする.オルビトリナをはじめ諸種の化石カミ

全体にわたって多く含まれる.明戸層については層

序の章で述べたのでここでは省略しよう.

これで長い巡検コｰスは終った.億劫の夢からさめ

北の方を遠望すれば明戸の砂浜がゆるく弧を描き荒

波9)か匁たに弁天崎の断崖が豪壮を誇っている.

島津光夫1関中啓策1書閏尚(1970):囲宅地域の地質､

54p.地域地質研究報告地質調査所

WILsoN.J.L(1975):CarbonateFaciesinGeolo虫｡His-
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YABE,H.andYEH蛆A,S.(1913):TheCretaceousdepo･
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1地学と'切手1

エクアドルの火山切手2穰

正.⑲甜

南米エクアドルでは9つの潜入帥嶋ぺ(肴顯蚤ち鰯史時代

に噴火したのは3例である.1班んどが称遺直下にありなが

ら雪帽子をいただいている串

1955年に発行された各地の恩景を描い花王9種の普通切手の申

に火山か2種含まれている.

1.50S:=1紅パ勢シ火出蝸意報蝶嚢榊夏㈱舳

南緯0.50'凌凄ぽ赤道直下の大凶であ豊しか奄租界最蔦の

活火山であ為曲その標高は§珪繍伽で基底直儀鰍1醐基盤は

蒙壷?00㎜夢涌さにまで及んでいる曲惑ら!饒トバタシ火山の

糊敏は富士山.フィリピンの呼籔ン火{とな転んで完全に近

い円錐形を示していることである.雪線は4,600～4,900mで

あり頂上1,000mは萬羊雲に覆われている.

岩石は輝石安山岩で撤橦石を含むことがありSiO｡は56.89房

と角閃石含有輝石安山岩Si0･59.61房であり火山は古期

カルデラを埋めてできた成層火山でカルデラ縁は海抜4,600

～4,900mの所にある.

噴火はスペイン統治時代から知られ1532～33年が記録され

ている.1534年から1738年は静隠だった.山頂には550

x880mの火口カミあり噴火は常に中心噴火で側噴火は知ら

れていない..1738年から多数の活動記録があり多くはスト

ロンボリ式噴火で熔岩や泥流も知られている.最も激しか

ったのは1744年1768年1877年などであり1877年の泥流は�


